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こ
の
た
び
、
奈
良
女
子
大
学
の
野
村
鮎
子
さ
ん
た
ち
が
ま
と
め
ら
れ

た
奈
良
女
子
大
学
ア
ジ
ア
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編

『
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
と
ア
ジ
ア
の
留
学
生
』
が
敬
文
舎
か
ら
出

版
さ
れ
た
。
本
書
は
、
先
に
同
編
、
同
名
で
刊
行
さ
れ
た
内
部
発
行
の

『
報
告
書
』
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ま
で

『
一
九
三
〇
年
代
中
国
人
日
本
留
学
生
文
学
・
芸
術
活
動
史
』（
汲
古
書

院　

二
〇
一
〇
年
）
を
出
す
な
ど
し
て
き
た
関
係
か
ら
前
著
に
当
た
る

そ
の
『
報
告
書
』
を
お
送
り
い
た
だ
き
、
野
村
さ
ん
た
ち
の
お
仕
事
は

目
に
し
て
い
た
。
だ
が
、
内
部
発
行
で
あ
る
以
上
発
行
部
数
に
限
り
が

あ
り
、
入
手
出
来
る
人
も
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
度
市

販
さ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
喜
び
た
い
。

　

本
書
は
、
表
題
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
奈
良
女
子
大
学
の

前
身
で
あ
る
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
と
ア
ジ
ア
留
学
生
と
の
関
わ

丁
寧
な
史
料
整
理
の
成
果

　

―
―
留
学
生
研
究
の
さ
ら
な
る
一
歩
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り
、
歴
史
や
留
学
生
生
活
そ
の
他
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当

時
の
奈
良
の
女
高
師
は
、
東
京
女
高
師
（
現
在
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

と
並
ん
で
、「
女
子
教
育
」
の
最
高
学
府
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の

留
学
生
が
来
て
い
た
。

　

私
は
本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
奈
良
の
女
高
師
を
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
私
は
「
女
子
教
育
」、
女
高
師
、
高
師

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

　

奈
良
は
戦
災
を
受
け
て
い
な
い
。こ
の
た
め
奈
良
女
子
大
に
は
奈
良

の
女
高
師
に
関
す
る
多
く
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。本
書
は
こ
れ
ら
の

史
料
を
駆
使
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、そ
こ
に
は「
先
行
研

究
」、桃
山
学
院
大
学
な
ど
の「
学
外
史
料
」な
ど
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
野
村
さ
ん
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え

ら
れ
、
史
料
、
先
行
研
究
な
ど
に
丁
寧
に
当
た
り
、
学
外
史
料
な
ど
も

奈
良
女
子
大
学
ア
ジ
ア
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

文
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編

奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
と

ア
ジ
ア
の
留
学
生
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使
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
本
書
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
本
書
に
は
単
な
る
「
学
校
史
」
だ
け
に
は
止
ま
ら
な
い
、
留
学
生

全
体
へ
の
豊
か
な
広
が
り
が
あ
る
。
本
書
の
魅
力
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

本
書
は
序
章
を
含
む
全
九
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

序
章
に
は
学
内
史
料
、
学
外
史
料
、
先
行
研
究
の
こ
と
な
ど
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
「
留
学
生
の
在
籍
概
況
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
留
学
生

の
在
籍
数
や
そ
の
推
移
、
留
学
生
の
卒
業
後
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
は「
留
学
生
の
進
路
」。
私
に
は
こ
の
一
節「
大
学
へ
の
進
学
」

が
興
味
深
か
っ
た
。

　

奈
良
の
女
高
師
は
、
大
正
一
三
年
か
ら
他
の
東
京
高
師
、
広
島
高
師
、

東
京
女
高
師
と
共
に
大
学
へ
の
「
昇
格
運
動
」
を
は
じ
め
た
が
、
残
念

な
が
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
。
男
子
の
東
京
高
師
、
広
島
高
師
に
は
文
理

科
大
学
が
設
置
さ
れ
た
が
、
女
高
師
で
は
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ

が
、
そ
の
代
替
措
置
と
し
て
女
高
師
卒
業
生
に
は
先
の
二
つ
の
文
理
科

大
学
へ
の
進
入
学
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
女
高
師
か
ら
文
理

科
大
学
、
大
学
に
進
む
者
た
ち
が
出
る
よ
う
に
な
る
。
私
は
こ
の
関
係

を
本
書
で
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

第
三
章
、第
四
章
は
本
書
で
も
っ
と
も
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
は
「
留
学
生
受
け
入
れ
政
策
と
制
度
の
変
遷
」
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
ア
ジ
ア
留
学
生
の
歴
史
が
明
治
・
大
正
期
、
昭
和
初
期
か
ら

満
州
事
変
ま
で
、
満
州
事
変
か
ら
対
米
英
戦
突
入
ま
で
、
対
米
英
戦
突

入
か
ら
敗
戦
ま
で
の
四
期
に
分
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
は
「
国
・
地
域
別
に
み
た
留
学
生
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

第
三
章
を
受
け
る
か
た
ち
で
、「
一
、
清
国
留
学
生
」、「
二
、
朝
鮮
留
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学
生
」、「
三
、
中
華
民
国
留
学
生
」、「
四
、﹁
満
州
国
﹂
留
学
生
」、「
五
、

台
湾
留
学
生
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
二
、
朝
鮮
留
学
生
」
で
、
奈
良
の
女
高
師
と
朝

鮮
か
ら
の
留
学
生
の
関
係
、
柳
原
吉
兵
衛
の
よ
う
な
篤
志
家
の
存
在
な

ど
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。

　

第
五
章
は
「
留
学
生
の
修
学
旅
行
」。
こ
こ
で
は
、
留
学
生
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
留
学
生
た
ち
の
旅
行
記
な
ど
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　

第
六
章
は
「
留
学
生
の
生
活
」
で
、
留
学
生
た
ち
の
女
高
師
で
の
生

活
を
、
学
業
成
績
、
寮
生
活
、
恋
愛
問
題
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
に
分
け

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

奈
良
の
女
高
師
は
全
寮
制
だ
っ
た
。
東
京
女
高
師
、
東
京
高
師
、
広

島
高
師
は
全
寮
制
で
は
な
い
。
留
学
生
を
含
む
全
寮
制
で
あ
っ
た
こ
と

は
奈
良
の
女
高
師
の
女
子
教
育
の
あ
り
方
を
示
す
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ

う
。
寮
生
活
で
は
留
学
生
も
日
本
人
学
生
も
共
に
相
部
屋
で
生
活
し
て

い
た
。

　

私
は
一
昨
年
夏
、野
村
さ
ん
の
案
内
で
奈
良
女
子
大
学
に
お
伺
い
し
、

奈
良
女
高
師
時
代
の
旧
本
館
、
現
在
の
記
念
館
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
た
。
記
念
館
一
階
の
中
央
奥
に
は
女
高
師
の
建
物
全
体
を

示
す
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
寮
は
校
内
の
一
番
奥

に
あ
っ
た
。
舎
監
の
住
む
と
こ
ろ
と
繫
が
る
よ
う
に
し
て
、
寮
は
第
一

棟
か
ら
第
五
棟
ま
で
整
然
と
並
ん
で
い
た
。
こ
こ
に
留
学
生
た
ち
が
日

本
人
学
生
と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
圧
倒
さ
れ
た
。
だ

が
、
残
念
な
こ
と
に
本
書
に
は
こ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
写
真
が
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
こ
の
写
真
、
大
学
全
体
を
示
す
図
が
あ
れ
ば
、
と
思
っ
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
た
女
高
師
の
学
校
生
活
、
授
業
風
景
、
寮
生
活
の
写

真
も
興
味
深
か
っ
た
。
女
高
師
で
は
体
育
の
授
業
に
「
セ
ー
ラ
ー
服
」

が
着
用
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
あ
る
体
育
の
授
業
の
写
真
は
円
盤

投
げ
だ
っ
た
。
伺
え
ば
、
奈
良
の
女
高
師
は
体
育
に
力
を
入
れ
、
健
全

な
身
体
に
健
全
な
精
神
が
宿
る
と
し
、
体
育
は
近
代
競
技
を
採
用
し
て

い
た
と
い
う
。
理
科
・
物
理
化
学
の
授
業
写
真
も
あ
っ
た
。
寮
生
活
で

は
皆
で
す
き
焼
き
鍋
を
つ
つ
い
て
い
る
写
真
も
あ
っ
た
。
写
真
は
必
ず

し
も
留
学
生
を
写
し
た
写
真
で
は
な
い
。
だ
が
、
当
時
の
女
高
師
で
の

生
活
、
寮
生
活
を
知
る
縁
と
し
て
こ
う
し
た
写
真
が
本
書
に
あ
っ
て
も

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
七
章
は
「
留
学
生
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
、
こ
こ
で
は
留
学
生

に
対
す
る
郵
便
の
「
検
閲
」、女
高
師
で
の
「
山
東
出
兵
反
対
運
動
」、「
満

州
事
変
」
と
中
国
人
留
学
生
、
朝
鮮
人
留
学
生
の
民
族
運
動
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
朝
鮮
人
留
学
生
の
「
抵
抗
」

と
し
て
の
「
和
裁
拒
否
」、「
木
槿
会
」
へ
の
参
加
の
叙
述
で
あ
る
。

　

第
八
章
は
ス
タ
ッ
フ
の
元
留
学
生
三
名
、
家
族
二
名
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
調
査
記
録
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
文
献
資
料
だ
け
で
は
計
り
切
れ
な
い
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「
実
体
験
に
も
と
づ
く
貴
重
な
証
言
」で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
ら
に
、
巻
末
に
は
詳
細
な
「
留
学
生
関
連
年
表
」
が
付
さ
れ
て
い

て
、
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
は
蛇
足
に
近
い
。

　

本
書
に
は
二
五
種
類
に
も
及
ぶ
「
表
」
が
出
て
く
る
。
こ
の
「
表
」

は
野
村
さ
ん
た
ち
が
厖
大
な
史
料
を
も
と
に
長
い
時
間
を
か
け
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
か
で
も
留
学
生
全
体
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
表
２　

本
科
・

保
姆
養
成
科
卒
業
留
学
生
一
覧
」（
三
三
頁
～
四
二
頁
）、「
表
15　

朝
鮮

留
学
生
在
籍
者
一
覧
」（
一
七
九
頁
～
一
八
〇
頁
）、「
表
16　

中
華
民
国

留
学
生
本
科
在
籍
者
一
覧
」（
二
〇
六
頁
～
二
〇
七
頁
）、「
表
17　

中
華

民
国
特
設
予
科
在
籍
者
一
覧
」（
二
〇
八
頁
～
二
一
〇
頁
）、「
表
18　
﹁
満

洲
国
﹂
留
学
生
本
科
在
籍
者
一
覧
」（
二
三
〇
頁
～
二
三
一
頁
）、「
表
19

﹁
満
洲
国
﹂
留
学
生
特
設
予
科
在
籍
者
一
覧
」（
二
三
二
頁
～
二
三
三
頁
）

な
ど
は
圧
巻
で
、
そ
の
ご
苦
労
に
は
頭
が
下
が
る
。
こ
れ
は
本
書
な
ら

で
は
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
「
表
」
の
内
容
を

示
す
「
索
引
」
が
あ
れ
ば
と
思
っ
た
。「
学
内
史
料
」
な
ど
の
一
次
史

料
の
一
覧
も
大
切
だ
が
、そ
れ
ら
を
も
と
に
導
き
出
さ
れ
て
き
た
「
表
」

は
ま
た
違
う
重
み
を
持
つ
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

私
に
は
こ
う
し
た
「
表
」
に
出
て
く
る
留
学
生
一
人
一
人
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
く
力
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
「
表
」
に
見
え
る
留
学
生
各
人

に
対
す
る
研
究
、
彼
女
た
ち
が
そ
の
後
の
時
代
の
歴
史
の
中
で
辿
っ
た

軌
跡
、
そ
れ
が
持
つ
意
味
は
、
い
ず
れ
の
時
に
か
必
ず
や
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
私
は
そ
れ
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、「
表
」
に
あ
る
留
学
生
の
一
人
蔡
素
馨
に
関
す
る
こ
と

を
記
し
て
書
評
の
責
め
の
結
び
と
し
た
い
。
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私
は
九
三
年
五
月
、「
東
京
左
連
結
成
前
史
（
そ
の
一
）（
補
一
）

―

夏
衍
の
再
来
日
を
め
ぐ
っ
て
、
夏
衍
と
藤
森
成
吉
の
こ
と
な
ど
」
と

題
し
た
論
文
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
劇
作
家
で

一
九
三
〇
年
代
中
国
左
翼
作
家
連
盟
の
中
枢
部
に
い
て
活
躍
し
た
夏
衍

が
、「
三
〇
年
代
の
生
き
証
人
」
を
自
認
し
て
書
い
た
夏
衍
自
伝
『
懶

尋
旧
夢
録
』
に
対
す
る
疑
義
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
夏
衍
は
そ

こ
で
二
七
年
五
月
に
日
本
か
ら
帰
国
し
た
後
、
再
来
日
し
て
い
な
い
と

言
い
、
自
伝
に
は
「
再
来
日
」
に
関
す
る
部
分
、
二
八
年
か
ら
二
九
年

ま
で
の
日
本
で
の
事
項
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
私
の
論
文
は
そ
の
「
空

白
部
」、
夏
衍
と
藤
森
成
吉
、
藤
森
成
吉
の
戯
曲
『
犠
牲
』
の
訳
出
、

青
年
芸
術
家
連
盟
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
埋
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
夏
衍
は
自
身
の
「
再
来
日
」
つ
い
て
何
も
語
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
夏
衍
の
奥
さ
ん
と
な
る
蔡
素
馨
が
関
係
し

て
い
る
。
蔡
素
馨
は
、
そ
の
頃
東
京
に
い
て
、
東
京
美
術
学
校
に
い
た

王
道
源
、
許
幸
之
、
司
徒
慧
敏
等
が
活
躍
し
て
い
た
青
年
芸
術
家
連
盟

に
参
加
し
て
い
た
。
夏
衍
も
そ
の
一
員
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
蔡
素
馨
は
日
本
を
離
れ
た
く
な
か
っ
た
。
夏
衍
が
再
来
日
し

た
の
は
、こ
の
蔡
素
馨
の
帰
国
を
促
す
た
め
で
あ
る
。つ
ま
り
、夏
衍『
懶

尋
旧
夢
録
』
か
ら
は
夏
衍
、
蔡
素
馨
に
関
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分

が
意
識
的
に
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。だ
か
ら
、一
九
二
八
、九
年
の「
夏

衍
再
来
日
」
に
関
す
る
事
柄
が
自
伝
『
懶
尋
旧
夢
録
』
に
は
何
も
記
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
は
論
文
執
筆
時
、
蔡
素
馨
そ
の
人
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
何
も
分
か

ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
私
は
本
書
に
よ
っ
て
一
〇
数
年
ぶ
り
に
彼
女
と

出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
第
四
章
「
国
・
地
域
別
に
み
た
留
学
生
」

「
特
設
予
科
一
期
生
」
に
出
て
く
る
蔡
淑
馨
が
蔡
素
馨
で
あ
る
。
私
は

そ
こ
で
蔡
素
馨
に
関
し
て
す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究
が
出
て
い
た
こ
と

も
は
じ
め
て
知
っ
た
。

　

中
国
人
日
本
留
学
生
に
関
す
る
掘
り
起
こ
し
作
業
は
あ
る
意
味
で
地

味
な
研
究
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
掘
り
起
こ
さ
れ
る
事

実
は
ほ
ん
の
小
さ
な「
点
」だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、そ
の
小
さ
な「
点
」

は
、
い
ず
れ
の
時
に
か
ま
た
別
の
「
点
」
と
出
会
い
、
一
つ
の
「
線
」

と
な
り
、「
面
」
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

私
は
本
書
の
よ
う
な
お
仕
事
が
今
後
も
現
れ
、新
た
な「
点
」や「
線
」

が
出
来
、
い
つ
の
日
か
そ
れ
が
「
面
」
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
念
じ
て

止
ま
な
い
。

（
こ
た
に
・
い
ち
ろ
う　

埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）


